
平
成
二
十
八
年
十
一
月
四
日
受
領

答

弁

第

八

八

号

内
閣
衆
質
一
九
二
第
八
八
号

平
成
二
十
八
年
十
一
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
奥
野
総
一
郎
君
提
出
「
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
終
結
に
関
す
る
基
本
方
針
に
係
る
確
認
書
」
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
奥
野
総
一
郎
君
提
出
「
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
終
結
に
関
す
る
基
本
方
針
に
係
る
確
認
書
」
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
有
効
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
確
認
書
」

に
沿
っ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
「
年
一
回
開
か
れ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
」
と
承
知
し
て
い
る
」
と
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八

日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
・
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
全
国
原
告
団
・
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
全
国

弁
護
団
連
絡
会
と
厚
生
労
働
大
臣
と
の
定
期
協
議
（
以
下
「
定
期
協
議
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
小
宮
山
厚
生
労
働
大
臣

（
当
時
）
が
「
毎
年
一
回
の
ペ
ー
ス
で
定
期
協
議
は
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
発
言
し
た
こ
と
を
指
す
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、
定
期
協
議
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
十
四
日
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日
、
平
成
二
十
五
年
九
月
二

十
日
及
び
平
成
二
十
七
年
一
月
十
五
日
に
開
催
し
て
お
り
、
双
方
の
日
程
の
調
整
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、

平
成
二
十
二
年
一
月
十
四
日
の
第
一
回
か
ら
約
六
年
九
か
月
経
過
し
た
現
段
階
に
お
い
て
、
四
回
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

一



三
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
、
御
指
摘
の
「
確
認
書
」
を
締
結
し
た
平
成
二
十
一
年
八
月
六
日
（
以
下
「
締
結
日
」
と
い
う
。
）
以
降
に
、

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
の

却
下
処
分
の
取
消
し
等
を
求
め
る
訴
え
（
以
下
「
原
爆
症
認
定
申
請
却
下
処
分
取
消
し
等
訴
訟
」
と
い
う
。
）
が
全
国
各
地

の
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
て
い
る
理
由
を
問
う
も
の
と
考
え
る
が
、
原
爆
症
認
定
申
請
却
下
処
分
取
消
し
等
訴
訟
の
個
々
の
原

告
の
状
況
は
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
、
締
結
日
以
降
に
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
原
爆
症
認
定
申
請
却
下
処
分
取
消
し
等
訴
訟
の
う
ち
、
平
成
二
十
八
年

十
月
三
十
一
日
ま
で
に
裁
判
所
に
よ
る
判
決
の
言
渡
し
が
あ
っ
た
も
の
の
判
決
の
内
容
等
を
問
う
も
の
と
考
え
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
、
①
提
訴
先
の
裁
判
所
名
、
②
判
決
の
言
渡
し
が
あ
っ
た
年
月
日
、
③
原
告
の
人
数
及
び
④
判
決
の
主
文
を
、
個

人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
判
決
ご
と
に
ま
と
め
て
お
示
し
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
札
幌
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
七
日

③
一
人

④
一

原
告
の
厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十
二
年

九
月
二
十
九
日
付
け
で
し
た
原
告
に
対
す
る
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
認
定
申
請
の

二



却
下
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
請
求
を
棄
却
す
る
。

二

原
告
の
そ
の
余
の
訴
え
を
却
下
す
る
。

三

訴
訟
費
用
は
原

告
の
負
担
と
す
る
。

①
東
京
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
九
日

③
十
七
人

④
一

処
分
行
政
庁
が
別
紙
二
主
文
関
係
目
録

「
却
下
処
分
日
」
欄
記
載
の
日
付
で
同
目
録
「
申
請
者
」
欄
記
載
の
者
に
対
し
て
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に

関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
認
定
の
申
請
を
却
下
す
る
旨
の
処
分
を
い
ず
れ
も
取
り
消
す
。

二

処
分
行
政
庁
が
平
成
二

十
二
年
三
月
十
九
日
付
け
で
原
告
Ａ
に
対
し
て
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
認
定

の
申
請
を
却
下
す
る
旨
の
処
分
（
た
だ
し
、
申
請
疾
病
を
胃
切
除
後
障
害
と
し
て
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
症
候
群
と
す
る
も
の
に
限

る
。
）
を
取
り
消
す
。

三

原
告
Ａ
の
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

四

訴
訟
費
用
は
、
原
告
Ａ
に
生
じ
た
費
用
の

二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
三
十
四
分
の
一
を
原
告
Ａ
の
負
担
と
し
、
そ
の
余
は
被
告
の
負
担
と
す
る
。

①
東
京
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
二
日

③
二
人

④
一

原
告
ら
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

二

訴
訟
費
用
は
原
告
ら
の
負
担
と
す
る
。

①
東
京
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
九
日

③
六
人

④
一

別
表
「
申
請
者
」
欄
記
載
の
者
が
し
た
原

子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
認
定
の
申
請
（
同
「
病
名
」
欄
記
載
の
疾
病
に
係
る
も
の
）

三



に
つ
き
、
処
分
行
政
庁
が
同
「
処
分
日
」
欄
記
載
の
日
付
で
し
た
却
下
処
分
を
い
ず
れ
も
取
り
消
す
。

二

原
告
Ａ
の
そ

の
余
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

三

訴
訟
費
用
は
、
原
告
Ａ
に
生
じ
た
費
用
の
二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
十
二
分

の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
そ
の
余
は
被
告
の
負
担
と
す
る
。

①
東
京
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

③
一
人

④
一

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

二

訴
訟
費

用
は
原
告
の
負
担
と
す
る
。

①
名
古
屋
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
八
年
九
月
十
四
日

③
四
人

④
一

厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
十
七
年
十
二
月
十

五
日
付
け
で
原
告
Ａ
に
対
し
て
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
く
認
定
申
請
却

下
処
分
の
う
ち
、
右
白
内
障
に
係
る
部
分
を
取
り
消
す
。

二

厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
七
日
付
け
で

原
告
Ｂ
に
対
し
て
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
く
認
定
申
請
却
下
処
分
を
取

り
消
す
。

三

原
告
Ｃ
及
び
原
告
Ｄ
の
請
求
並
び
に
原
告
Ａ
及
び
原
告
Ｂ
の
そ
の
余
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

四

訴
訟
費
用
は
、
原
告
Ａ
に
生
じ
た
費
用
の
三
分
の
二
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
六
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
原

告
Ｂ
に
生
じ
た
費
用
の
三
分
の
二
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
六
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
原
告
Ｃ
に
生
じ
た
費
用
の

全
部
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
四
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
原
告
Ｄ
に
生
じ
た
費
用
の
全
部
と
被
告
に
生
じ
た
費
用

四



の
四
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
そ
の
余
の
全
費
用
を
被
告
の
負
担
と
す
る
。

①
大
阪
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
四
年
三
月
九
日

③
一
人

④
一

厚
生
労
働
大
臣
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
き
原
告
に
対
し
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
九
日
付
け
で
し
た
原
爆
症
認
定
申
請
却

下
処
分
を
取
り
消
す
。

二

原
告
の
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

三

訴
訟
費
用
は
こ
れ
を
二
分
し
、
そ
の
一
を
原

告
の
負
担
と
し
、
そ
の
余
を
被
告
の
負
担
と
す
る
。

①
大
阪
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
五
年
八
月
二
日

③
九
人

④
一

本
件
訴
え
の
う
ち
、
厚
生
労
働
大
臣
が
原
告
Ａ

及
び
原
告
Ｂ
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
別
紙
二
処
分
目
録
「
不
認
定
疾
病
」
欄
記
載
の
疾
病
に
つ
き
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
す
る
こ
と
の
義
務
付
け
を
求
め
る
部
分
を
却
下
す
る
。

二

厚

生
労
働
大
臣
が
原
告
Ｃ
、
原
告
Ｄ
、
原
告
Ｅ
、
原
告
Ｆ
、
原
告
Ｇ
及
び
原
告
Ｈ
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
別
紙
二
処
分
目
録
「
処

分
日
」
欄
記
載
の
日
付
け
で
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申

請
を
却
下
す
る
処
分
を
い
ず
れ
も
取
り
消
す
。

三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
原
告
Ｃ
、
原
告
Ｄ
、
原
告
Ｅ
、
原
告
Ｆ
、
原
告

Ｇ
及
び
原
告
Ｈ
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
紙
二
処
分
目
録
「
申
請
疾
病
」
欄
記
載
の
疾
病
に
つ
き
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
せ
よ
。

四

厚
生
労
働
大
臣
が
原
告
Ａ
及
び
原
告
Ｂ
に
対
し
て

五



そ
れ
ぞ
れ
別
紙
二
処
分
目
録
「
処
分
日
」
欄
記
載
の
日
付
け
で
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一

条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
を
却
下
す
る
処
分
の
う
ち
、
同
目
録
「
認
定
疾
病
」
欄
記
載
の
疾
病
に
係
る
部
分
を
い

ず
れ
も
取
り
消
す
。

五

厚
生
労
働
大
臣
は
、
原
告
Ａ
及
び
原
告
Ｂ
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
紙
二
処
分
目
録
「
認
定
疾
病
」

欄
記
載
の
疾
病
に
つ
き
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
せ
よ
。

六

原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

七

訴
訟
費
用
は
、
原
告
Ｃ
に
生
じ
た
費
用
の
二
分
の
一
と
被
告

に
生
じ
た
費
用
の
二
十
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
原
告
Ｄ
に
生
じ
た
費
用
の
二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
二

十
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
原
告
Ｉ
に
生
じ
た
費
用
全
部
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
二
十
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担

と
し
、
原
告
Ｅ
に
生
じ
た
費
用
の
二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
二
十
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
原
告
Ｆ
に
生

じ
た
費
用
の
二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
二
十
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
原
告
Ｇ
に
生
じ
た
費
用
の
二
分
の

一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
二
十
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
原
告
Ａ
に
生
じ
た
費
用
の
三
分
の
二
と
被
告
に
生
じ
た

費
用
の
十
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
原
告
Ｂ
に
生
じ
た
費
用
の
三
分
の
二
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
十
分
の
一
を
同

原
告
の
負
担
と
し
、
原
告
Ｈ
に
生
じ
た
費
用
の
二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
二
十
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、

そ
の
余
の
全
費
用
を
被
告
の
負
担
と
す
る
。

六



①
大
阪
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
日

③
六
人

④
一
（
一
）

厚
生
労
働
大
臣
が
原
子
爆
弾
被
爆
者

に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
き
原
告
Ａ
に
対
し
て
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日
付
け
で
し
た
原
爆

症
認
定
申
請
却
下
処
分
の
う
ち
申
請
疾
病
狭
心
症
に
係
る
部
分
を
取
り
消
す
。

（
二
）

原
告
Ａ
の
原
爆
症
認
定
申
請
却

下
処
分
取
消
請
求
の
う
ち
、
狭
心
症
以
外
の
申
請
疾
病
に
係
る
部
分
を
棄
却
す
る
。

二

厚
生
労
働
大
臣
が
原
子
爆
弾
被

爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
き
原
告
Ｂ
に
対
し
て
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日
付
け
で
し
た

原
爆
症
認
定
申
請
却
下
処
分
を
取
り
消
す
。

三
（
一
）

厚
生
労
働
大
臣
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る

法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
き
原
告
Ｃ
に
対
し
て
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
七
日
付
け
で
し
た
原
爆
症
認
定
申
請
却
下
処
分
を

取
り
消
す
。

（
二
）

厚
生
労
働
大
臣
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
き
原
告

Ｃ
に
対
し
て
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日
付
け
で
し
た
原
爆
症
認
定
申
請
却
下
処
分
の
う
ち
前
立
腺
が
ん
に
係
る
部
分
を

取
り
消
す
。

四

原
告
Ａ
、
原
告
Ｂ
及
び
原
告
Ｃ
の
そ
の
余
の
請
求
並
び
に
原
告
Ｄ
、
原
告
Ｅ
及
び
原
告
Ｆ
の
請
求
（
各

国
家
賠
償
請
求
）
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

五

訴
訟
費
用
の
負
担
は
、
別
紙
訴
訟
費
用
負
担
一
覧
表
の
と
お
り
と
す
る
。

①
大
阪
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
日

③
一
人

④
一

厚
生
労
働
大
臣
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す

る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
き
原
告
に
対
し
て
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日
付
け
で
し
た
原
爆
症
認
定

七



申
請
却
下
処
分
を
取
り
消
す
。

二

原
告
の
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

三

訴
訟
費
用
は
、
こ
れ
を
四
分
し
、
そ

の
三
を
被
告
の
負
担
と
し
、
そ
の
余
は
原
告
の
負
担
と
す
る
。

①
大
阪
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
六
年
五
月
九
日

③
二
人

④
一

本
件
訴
え
の
う
ち
、
厚
生
労
働
大
臣
が
承
継
前

第
二
事
件
原
告
亡
Ａ
に
対
し
て
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
す
る

こ
と
の
義
務
付
け
を
求
め
る
部
分
（
申
請
疾
病
腎
臓
が
ん
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
却
下
す
る
。

二

厚
生
労
働
大
臣

が
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日
付
け
で
承
継
前
第
一
事
件
原
告
亡
Ｂ
に
対
し
て
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に

関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
を
却
下
す
る
処
分
を
取
り
消
す
。

三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
承
継

前
第
一
事
件
原
告
亡
Ｂ
に
対
し
、
同
人
が
平
成
二
十
年
三
月
六
日
付
け
で
し
た
申
請
に
係
る
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援

護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
せ
よ
。

四

厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日

付
け
で
承
継
前
第
二
事
件
原
告
亡
Ａ
に
対
し
て
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定

に
よ
る
認
定
の
申
請
を
却
下
す
る
処
分
（
申
請
疾
病
慢
性
腎
不
全
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
取
り
消
す
。

五

厚
生
労

働
大
臣
は
、
承
継
前
第
二
事
件
原
告
亡
Ａ
に
対
し
、
同
人
が
平
成
二
十
年
九
月
九
日
付
け
で
し
た
申
請
（
申
請
疾
病
慢
性
腎

不
全
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定

八



を
せ
よ
。

六

原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

七

訴
訟
費
用
は
、
第
一
事
件
原
告
ら
に
生
じ
た

費
用
（
承
継
前
第
一
事
件
原
告
亡
Ｂ
に
生
じ
た
費
用
を
含
む
。
）
の
二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
四
分
の
一
を
第
一

事
件
原
告
ら
の
負
担
と
し
、
第
二
事
件
原
告
に
生
じ
た
費
用
（
承
継
前
第
二
事
件
原
告
亡
Ａ
に
生
じ
た
費
用
を
含
む
。
）
の

四
分
の
三
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
八
分
の
三
を
第
二
事
件
原
告
の
負
担
と
し
、そ
の
余
の
全
費
用
を
被
告
の
負
担
と
す
る
。

①
大
阪
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日

③
七
人

④
一

厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二

十
四
日
付
け
で
第
三
事
件
原
告
に
対
し
て
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ

る
認
定
の
申
請
を
却
下
す
る
処
分
を
取
り
消
す
。

二

厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日
付
け
で
第
四
事

件
原
告
に
対
し
て
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
を
却
下

す
る
処
分
を
取
り
消
す
。

三

厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
五
日
付
け
で
第
五
事
件
原
告
に
対
し
て
し
た

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
を
却
下
す
る
処
分
（
申
請
疾
病

甲
状
腺
機
能
低
下
症
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
取
り
消
す
。

四

厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

付
け
で
第
七
事
件
原
告
に
対
し
て
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定

の
申
請
を
却
下
す
る
処
分
を
取
り
消
す
。

五

原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

六

訴
訟
費
用
は
、

九



第
一
事
件
原
告
に
生
じ
た
費
用
の
全
部
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
七
分
の
一
を
第
一
事
件
原
告
の
負
担
と
し
、
第
二
事
件
原

告
に
生
じ
た
費
用
の
全
部
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
七
分
の
一
を
第
二
事
件
原
告
の
負
担
と
し
、
第
三
事
件
原
告
に
生
じ
た

費
用
の
二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
十
四
分
の
一
を
第
三
事
件
原
告
の
負
担
と
し
、
第
四
事
件
原
告
に
生
じ
た
費
用

の
二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
十
四
分
の
一
を
第
四
事
件
原
告
の
負
担
と
し
、
第
五
事
件
原
告
に
生
じ
た
費
用
の
四

分
の
三
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
二
十
八
分
の
三
を
第
五
事
件
原
告
の
負
担
と
し
、
第
六
事
件
原
告
に
生
じ
た
費
用
の
全
部

と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
七
分
の
一
を
第
六
事
件
原
告
の
負
担
と
し
、
第
七
事
件
原
告
に
生
じ
た
費
用
の
二
分
の
一
と
被
告

に
生
じ
た
費
用
の
十
四
分
の
一
を
第
七
事
件
原
告
の
負
担
と
し
、
そ
の
余
の
全
費
用
を
被
告
の
負
担
と
す
る
。

①
大
阪
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日

③
二
人

④
一

厚
生
労
働
大
臣
が
第
一
事
件
原
告
に
対
し

て
平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日
付
け
で
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
認
定
申
請
の

却
下
処
分
を
取
り
消
す
。

二

厚
生
労
働
大
臣
が
第
二
事
件
原
告
に
対
し
て
平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日
付
け
で
し
た
原

子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
認
定
申
請
の
却
下
処
分
を
取
り
消
す
。

三

原
告
ら
の
そ

の
余
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

四

訴
訟
費
用
は
、
第
一
事
件
原
告
に
生
じ
た
費
用
の
二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ

た
費
用
の
四
分
の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
第
二
事
件
原
告
に
生
じ
た
費
用
の
二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
四
分

一
〇



の
一
を
同
原
告
の
負
担
と
し
、
そ
の
余
の
全
費
用
を
被
告
の
負
担
と
す
る
。

①
岡
山
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
三
日

③
一
人

④
一

被
告
は
、
原
告
に
対
し
、
三
十
万
円
及
び

こ
れ
に
対
す
る
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

二

原
告

の
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

三

訴
訟
費
用
は
、
こ
れ
を
十
分
し
、
そ
の
一
を
被
告
の
負
担
と
し
、
そ
の
余
を
原
告

の
負
担
と
す
る
。

①
広
島
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
三
年
十
月
十
二
日

③
一
人

④
一

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

二

訴
訟
費

用
は
原
告
の
負
担
と
す
る
。

①
広
島
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
四
年
七
月
十
七
日

③
一
人

④
一

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

二

訴
訟
費

用
は
原
告
の
負
担
と
す
る
。

①
広
島
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
日

③
四
人

④
一

厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十

五
日
付
け
で
原
告
Ａ
に
対
し
て
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の

申
請
を
却
下
す
る
処
分
を
取
り
消
す
。

二

厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
五
日
付
け
で
原
告
Ｂ
に
対
し
て

し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
を
却
下
す
る
処
分
を
取
り

一
一



消
す
。

三

原
告
Ｃ
及
び
原
告
Ｄ
の
各
請
求
並
び
に
一
項
及
び
二
項
記
載
の
原
告
ら
の
そ
の
余
の
各
請
求
を
い
ず
れ
も
棄

却
す
る
。

四

訴
訟
費
用
は
、
原
告
Ｃ
に
生
じ
た
費
用
の
全
部
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
四
分
の
一
を
原
告
Ｃ
の
負
担
と

し
、
原
告
Ａ
に
生
じ
た
費
用
の
二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
八
分
の
一
を
原
告
Ａ
の
負
担
と
し
、
原
告
Ｂ
に
生
じ
た

費
用
の
二
分
の
一
と
被
告
に
生
じ
た
費
用
の
八
分
の
一
を
原
告
Ｂ
の
負
担
と
し
、
原
告
Ｄ
に
生
じ
た
費
用
の
全
部
と
被
告
に

生
じ
た
費
用
の
四
分
の
一
を
原
告
Ｄ
の
負
担
と
し
、
そ
の
余
の
全
費
用
を
被
告
の
負
担
と
す
る
。

①
長
崎
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

③
一
人

④
一

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

二

訴
訟
費
用

は
原
告
の
負
担
と
す
る
。

①
長
崎
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日

③
一
人

④
一

厚
生
労
働
大
臣
が
、
原
告
に
対
し
、
平

成
二
十
二
年
三
月
十
九
日
付
け
で
し
た
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
く
認
定
申
請

の
却
下
処
分
を
取
り
消
す
。

二

訴
訟
費
用
は
、
被
告
の
負
担
と
す
る
。

①
長
崎
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日

③
三
人

④
一

本
件
訴
え
の
う
ち
、
原
告
Ａ
の
被
爆
者
健
康

手
帳
追
加
交
付
申
請
却
下
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
却
下
す
る
。

二

本
件
訴
え
の
う
ち
、
原
告
Ａ
の
被
爆
者
健

康
手
帳
の
追
加
交
付
の
義
務
付
け
を
求
め
る
訴
え
を
却
下
す
る
。

三

本
件
訴
え
の
う
ち
、
原
告
Ａ
の
原
子
爆
弾
被
爆
者

一
二



に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
く
認
定
の
義
務
付
け
を
求
め
る
訴
え
、
原
告
Ｂ
の
同
認
定
の
義
務
付
け

を
求
め
る
訴
え
及
び
原
告
Ｃ
の
同
認
定
の
義
務
付
け
を
求
め
る
訴
え
（
た
だ
し
、
申
請
疾
病
肺
が
ん
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

を
い
ず
れ
も
却
下
す
る
。

四

厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日
付
け
で
原
告
Ｃ
に
対
し
て
し
た
原
子
爆

弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
く
認
定
の
申
請
を
却
下
す
る
処
分
（
た
だ
し
、
申
請
疾
病
胃

粘
膜
下
腫
瘍
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
取
り
消
す
。

五

厚
生
労
働
大
臣
は
、
原
告
Ｃ
に
対
し
、
同
人
が
平
成
二
十
年

七
月
二
十
二
日
付
け
で
し
た
申
請
（
た
だ
し
、
申
請
疾
病
胃
粘
膜
下
腫
瘍
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
原
子
爆
弾
被
爆

者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
く
認
定
を
せ
よ
。

六

原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄

却
す
る
。

七

訴
訟
費
用
は
、
原
告
Ａ
に
生
じ
た
費
用
、
被
告
国
に
生
じ
た
費
用
の
三
分
の
一
及
び
被
告
長
崎
県
に
生
じ

た
費
用
を
原
告
Ａ
の
負
担
と
し
、原
告
Ｂ
に
生
じ
た
費
用
及
び
被
告
国
に
生
じ
た
費
用
の
三
分
の
一
を
原
告
Ｂ
の
負
担
と
し
、

原
告
Ｃ
に
生
じ
た
費
用
の
二
分
の
一
及
び
被
告
国
に
生
じ
た
費
用
の
六
分
の
一
を
原
告
Ｃ
の
負
担
と
し
、
そ
の
余
の
全
費
用

を
被
告
国
の
負
担
と
す
る
。

①
熊
本
地
方
裁
判
所

②
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

③
八
人

④
一

厚
生
労
働
大
臣
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対

す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
き
原
告
Ａ
に
対
し
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
三
日
付
け
で
し
た
原
爆
症
認
定

一
三



申
請
却
下
処
分
を
取
り
消
す
。

二

厚
生
労
働
大
臣
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に

基
づ
き
原
告
Ｂ
に
対
し
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
九
日
付
け
で
し
た
原
爆
症
認
定
申
請
却
下
処
分
の
う
ち
、
高
血
圧
性
脳
出

血
後
遺
症
に
か
か
る
部
分
を
取
り
消
す
。

三

厚
生
労
働
大
臣
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一

条
一
項
に
基
づ
き
原
告
Ｃ
に
対
し
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
六
日
付
け
で
し
た
原
爆
症
認
定
申
請
却
下
処
分
を
取
り
消
す
。

四

厚
生
労
働
大
臣
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
き
原
告
Ｄ
に
対
し
平
成
二

十
三
年
二
月
二
十
五
日
付
け
で
し
た
原
爆
症
認
定
申
請
却
下
処
分
を
取
り
消
す
。

五

厚
生
労
働
大
臣
が
原
子
爆
弾
被
爆

者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
十
一
条
一
項
に
基
づ
き
原
告
Ｅ
に
対
し
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日
付
け
で
し
た
原
爆

症
認
定
申
請
却
下
処
分
を
取
り
消
す
。

六

原
告
Ｆ
、
原
告
Ｇ
及
び
原
告
Ｈ
の
請
求
並
び
に
第
一
項
な
い
し
第
五
項
記
載

の
原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

七

訴
訟
費
用
は
、
別
紙
訴
訟
費
用
目
録
記
載
の
と
お
り
の
負
担

と
す
る
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
要
請
書
の
内
容
に
つ
い
て
精
査
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
四


